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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域在住の高齢者の認知予備脳の特徴と機能を明らかにすべく、baseline
（高齢者110名）および6年後の縦断的データ（高齢者80名）を各約2年間にわたり取得し、認知予備脳を表す指
標の種々の認知・精神機能に対する保護効果や代償機能を検討しようとした。また、6年後には頭部MRIデータを
取得して、認知予備脳の神経基盤も検討しようとした。現在までに使用した種々の認知機能検査データおよび連
携先の医療機関での頭部MRI検査データを集約・分析を進めているが、新型コロナウィルス蔓延の影響と他の業
務により、結果のアウトプットには至っていない。後続の科研費研究に引継ぎ、本研究成果を発表する予定であ
る。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to clarify the characteristics and functions of 
cognitive reserve in community-dwelling older adults. We gathered baseline data from 110 seniors and
 then longitudinal data from 80 seniors six years later, with each data collection phase lasting 
about two years. Our goal was to investigate whether indicators of cognitive reserve offer 
protective or compensatory effects on various cognitive and mental functions. We also obtained head 
MRI data six years into the study to examine the neural basis of cognitive reserve.
While we're currently aggregating and analyzing the cognitive function test data and head MRI data 
from our collaborating medical institution, we haven't yet been able to produce any results. This is
 due to the impact of the COVID-19 pandemic and other work commitments. We plan to transfer these 
research findings to a subsequent KAKENHI (Grant-in-Aid for Scientific Research) project and publish
 our results then.

研究分野：実験心理学、認知神経科学、社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は「認知予備能」の認知基盤、特に言語系ネットワーク構造を解明する点で学術的意義が大きい。高齢者
と若年者の比較や「若い頃の蓄え」に着目することで、認知予備能の形成機序と機能に関する新たな知見を提供
し、認知科学、神経科学、老年学の発展に貢献するだろう。
健康寿命の延伸と介護予防は日本の喫緊の課題だ。本研究成果は、認知予備能を指標とした科学的根拠に基づく
介入法の開発に直結し、健康寿命の延伸や認知症発症の遅延に貢献する。これにより、個人のQOL向上に加え、
医療・介護費削減にも繋がり、持続可能な健康長寿社会の実現に大きく貢献できるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
少子高齢化の中で社会保障を維持するためには施策・事業の徹底した重点化・効率化が必要と
されている。厚生労働省は一昨年度より、要支援サービスの一部を介護保険の対象から外し、各
市町村が独自の裁量で支援を行う「地域支援事業」に組み込み、3年間で完全移行することとな
った。しかし市町村の独自事業への移行は、個々のニーズに見合った柔軟なサービスの提供、ボ
ランティアやNPOの活用等、地域の活性化に繋がる一方で、市町村間でのサービスに格差が生
じる恐れも指摘されている。このことから、当該事業での介護予防サービスに係る「一般高齢者
施策」には、現行の元気高齢者が特定高齢者および要支援・要介護者にならないように予防し、
かつ寿命のごく近くまで生命力あふれる人生を送れるように、健康寿命を延ばすことを狙いと
する科学的根拠に基づく介入プログラムの開発と効果測定の重要性が今後ますます増大するも
のと考えられる。 
 これまでの一般高齢者施策における主な問題点は、科学的根拠が乏しいままに介護予防サー
ビスの提供がなされているところにある。特に、最重要課題である認知症予防に関しては、原因
不明である変性疾患による認知症が大半を占めるにも関わらず、発症自体を予防する一次予防
的なサービスやボランティア活動が展開されているケースが少なくない。確かに、主な原因疾患
であるアルツハイマー病や脳血管障害の危険因子は、高血圧や高脂血症、肥満や運動不足などの
生活習慣因子が挙げられ、運動による身体機能の改善は認知症の発症リスクを低減させるもの
と考えられる。しかし、一方で学習療法や認知トレーニング、いわゆる「脳トレ」といった種々
の課題遂行に係る認知機能の訓練自体が認知症予防に繋がるというのは懐疑的な見方もあり、
脳トレによる介入自体に用いられた課題成績の向上には有益であるが、他の課題遂行には汎化
しないという強固な証拠がある。つまり、現行では認知症の一次予防としての認知・精神機能に
おける介入効果の妥当性や信頼性には議論の余地があり、認知症の発現機序や治療に関する研
究は精力的に進められているものの未だ解明には至っていないため、介護予防の臨床では事態
対処的な二次予防や、科学的根拠が乏しい対応に終始せざるを得ない状況にある。 
 
２．研究の目的 
近年、Sternらの研究グループによって認知機能の老化過程や認知症発症の個人差を説明する
「認知予備能（Cognitive Reserve：CR）」仮説が提唱され、たとえ老化や変性疾患に関わる神
経病理変化が存在していても、健康寿命や認知症発症が延伸している高齢者の存在が浮き彫り
になってきており、認知・精神機能における介入効果が見出せる糸口が見えてきた。CRはこれ
までに「教育歴や職歴（内容・質）」、病理的変化が始まる前の「知能（特に言語性知能）」等が
代表的な指標であり、いわば若い頃の蓄え（予備力）により高齢者の健康状態や認知症の重症度
等が影響を受けることが疫学および神経学的研究を中心に見出されている。すなわち、CRが高
い者ほど元気でいられる時間が長く認知症の発症時期が遅延する、或いは認知症の病理があっ
ても、比較的自立して日常生活を送ることができる期間が長いことが報告されているのである。
さらに重要なことに、高い CR を有する者と低い者とでは症状の発現時期は異なるものの死期
はほぼ同じであり、いわゆる、健康長寿社会の実現のために理想とされる生存曲線が高齢期に至
るまでほぼ平行に推移し「死」を迎える頃に垂直に下降する「終末低下モデル」によく符合して
いる。Parkらの先行知見では、生涯にわたって発達する能力、いわゆる結晶性知能は「言語の
知識・語彙力」であることが示されており、これは CRの代替指標である言語性知能に一致し、
教育歴やリテラシー、職歴にも通じる。さらに、第二言語習得者は教育歴の影響を統制しても認
知機能低下や認知症発症が遅延することが示されており、言語に係るネットワーク機能が CRの
本体であると推察される。以上のことから、高齢者における CRの構造や特徴を明らかにするこ
とができれば、それに基づいて、今後も平均寿命と健康寿命の延伸のみならず、その差を縮め、
終末低下の下降を先送りする科学的根拠のある介入法を見出せる可能性がある。しかし、これま
でに元気高齢者の健康寿命の延伸や認知症発症の遅延の機序解明を目的として、言語に基づく
CR の構造や特徴を詳細に検討した研究は極めて少なく、その認知/神経基盤は十分に解明され
ていない。また、高齢者を対象とした介護予防事業において、実際に介入していく際の効果指標
（アウトカム）としての CRの応用面の検証は不十分である。そこで本研究では、まずは元気高
齢者の CR の認知基盤の解明とそれを介護予防事業に適用可能な介入法への応用可能性を検討
することを目的に、横断的・縦断的観察研究を実施した。 
 
３．研究の方法 
目的達成のために、横断研究として、地域在住の高齢者および大学生・大学院生 125 名を対象
に、以下の心理検査・認知実験・質問紙調査を行った。また、6年後の縦断研究（フォローアッ
プ）として、地域在住の同高齢者を対象に、ほぼ同様の心理検査・認知実験・質問紙調査を行っ
た。なお、フォローアップ時には連携医療機関において頭部 MRI 検査によるデータも取得した。 
 ・心理検査 
認知予備脳指標： 



－標準的知能検査 WAIS-Ⅲ：言語性知能 
－語彙力検査 3種（百羅漢・JART・語彙数推定テスト） 
全般的記憶機能： 
－標準的記憶検査 WMS-R  
全般的認知機能： 
－Mini Mental State Examination（MMSE） 
前頭葉機能・遂行機能： 
－遂行機能障害症候群の行動評価（BADS） 
－Frontal Assessment Battery（FAB） 
－レーブン色彩マトリックス検査（RCPM） 
－慶應式ウィスコンシンカード分類検査（KWCST） 
－言語流暢性検査 
－Trail Making 検査 
－Stroop colour-word 検査 
－Digit Ordering 検査 

 ・認知実験 
更新機能： 
－2-back 課題 2種（digit/spatial） 
－Reading Span 課題 
－Mental Rotation 課題 
抑制機能： 
－Go-Nogo 課題 
－Flanker 課題 
－Simon 課題 
－Stroop 一致/不一致課題 
転換機能： 
－Global-Local 課題 4種 
－ID/ED 課題 
－Digit Task Switching 課題 
その他： 
－Pseudo-neglect 課題 
－脳活バランサーCogEvo 課題 

 ・質問紙調査 
   基本属性： 

性別、年齢、教育歴、職歴、利き手、Body Mass Index（BMI）、同居人の有無、居住環
境、睡眠時間・質、喫煙・飲酒習慣、食事・食習慣等、主観的健康感、就労状況、暮ら
し向き、運動能力（筋量・握力等）・運動習慣、ADL/IADL、治療中あるいは後遺症のあ
る病気 等 

   認知予備脳に係る質問項目（職歴・知的余暇活動・社会活動等） 
社会ネットワーク（LSNS-10） 
社会的支援（SPS） 
精神的健康（K10/MHC） 
ストレス対処力・首尾一貫感覚（SOC） 
レジリエンシー（ER89） 
自己効力感（GSES） 
対処行動/コーピング（GCQ/TAC-24） 
溜め込み傾向（SI-R） 
片づけ行動尺度（TBS-R） 
パーソナリティ（Big-5/DTDD-J） 
前頭葉機能・遂行機能質問紙 
神経経済学的検査：Discounting 検査 

 ・頭部 MRI 検査 
 
４．研究成果 
本研究では、横断研究として、高齢者 110 名と大学生・大学院生 125 名からデータを取得でき
た。また、6 年後の縦断研究（フォローアップ）として、同高齢者 80 名からデータを取得でき
た。横断データは高齢者と若年者との比較をし、縦断データは baseline と 6 年後のデータを比
較した。 
現在までに使用した種々の認知機能検査データおよび連携先の医療機関での頭部 MRI 検査デ
ータを集約・分析を進めているが、新型コロナウィルス蔓延の影響と他の業務により、結果のア
ウトプットには至っていない。後続の科研費研究に引継ぎ、本研究成果を発表する予定である。 
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